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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】映像装置のタックスクリーン上ソフトボタンの
表示属性をユーザの要請に応じて変更可能とする。
【解決手段】タッチスクリーンを通じてソフトボタンを
指定し、前記指定されたソフトボタンの属性を変更する
要請を受信する。前記要請に応答して前記指定されたソ
フトボタンと関連した属性項目を示すウィンドーを表示
し、前記ウィンドーで属性項目を選択する命令を受信し
、前記変更情報に基づいて前記指定されたソフトボタン
の属性を変更する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像装置のソフトボタン属性変更方法であって、
　タッチスクリーンを通じてソフトボタンを指定し、前記指定されたソフトボタンの属性
を変更する要請を受信する段階と、
　前記要請に応答して前記指定されたソフトボタンと関連した属性項目を示すウィンドー
を提供する段階と、
　前記ウィンドーで一つの属性項目を選択する命令を受信する段階と、
前記選択された属性項目に該当する属性値を変更するための変更情報を受信する段階と、
　前記変更情報に基づいて前記指定されたソフトボタンの属性を変更する段階と
を備えることを特徴とする映像装置のソフトボタン属性変更方法。
【請求項２】
　前記指定されたソフトボタンの変更された属性値を格納する段階をさらに備えることを
特徴とする、請求項１に記載の映像装置のソフトボタン属性変更方法。
【請求項３】
　前記属性を変更する段階は、
　前記指定されたソフトボタンの境界を抽出する段階と、
　前記指定されたソフトボタンの抽出された境界上に多数のマーカを表示する段階と、
　前記マーカを調節するための命令を受信する段階と、
　前記指定されたソフトボタンの境界を前記調節されたマーカに合せる段階と
を備えることを特徴とする、請求項１に記載の映像装置のソフトボタン属性変更方法。
【請求項４】
　前記属性は大きさ、回転角、境界線の太さ、背景色及び境界線の形状であることを特徴
とする、請求項１に記載の映像装置のソフトボタン属性変更方法。
【請求項５】
　ユーザが命令を入力することができるように多数のソフトボタンを表示し、前記ソフト
ボタンの中で一つを指定し、前記指定されたソフトボタンの属性を変更するための要請と
前記指定されたソフトボタンの属性値を変更するための変更情報の入力を受けるタッチス
クリーンと、
　前記属性変更情報に基づいて前記指定されたソフトボタンの属性値を変更するように動
作する制御部と、
　前記ソフトボタンの属性を格納する格納部と
を備えることを特徴とする映像装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記要請に応答して前記指定されたソフトボタンと関連した属性を前記格納部から抽出
し、
　前記抽出された属性を示すウィンドーを前記タッチスクリーンに表示されるように制御
し、
　前記変更情報に応答して前記指定されたソフトボタンの境界を抽出し、
　前記抽出された境界上に多数のマーカを設定し、
　前記変更情報に基づいて前記マーカを調節し、
　前記指定されたソフトボタンの境界を前記調節されたマーカに合わせられるように前記
指定されたソフトボタンの境界を調節するように動作することを特徴とする、請求項５に
記載の映像装置。
【請求項７】
　前記属性は、前記指定されたソフトボタンの大きさ、回転角、境界線の太さ、背景色及
び境界線の形状を備えることを特徴とする、請求項６に記載の映像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は映像装置に関し、特に、ユーザインターフェースとしてタッチスクリーンを備
えた映像装置及びタッチスクリーン上に表示されるソフトボタンの属性を変更する方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　多様な映像装置でユーザインターフェースとしてタッチスクリーンが広く用いられてい
る。タッチスクリーンはユーザの接触の如何またはタッチスクリーンのディスプレイ領域
上の位置を感知する。映像装置は、ユーザの接触に応答して予め定められた命令を行う。
タッチスクリーンは一般モニタのスクリーンにタッチパネル（ｔｏｕｃｈ　ｐａｎｅｌ）
を付加して具現される。タッチスクリーンは多数の格子に分割され、タッチパネルは各格
子に対応する赤外線感知器を備える。各赤外線感知器は対応格子の温度変化を感知してユ
ーザの接触の如何を判断する。映像装置は接触した画面の位置に応じてユーザの選択が何
かを把握し、選択に対応する命令を処理する。
【０００３】
　一般にタッチスクリーンは、多数のソフトボタンを表示してユーザから命令の入力を受
けることができる。従来タッチスクリーンに表示されるボタンの属性、例えば、ソフトボ
タンの位置、大きさ、カラー、形状などはタッチスクリーンが製作されるときに設計され
て予め定められている。従って、ユーザは使用便宜に従ってソフトボタンの属性を変更す
ることができなかった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、タッチスクリーン上のソフトボタンの属性をユーザの要請に応じて多様な形
態で変更可能なタッチパネルを備えた映像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記目的を達成するために、本発明の実施例による映像装置のソフトボタン属性変更方
法は、タッチスクリーンを通じてソフトボタンを指定し、前記指定されたソフトボタンの
属性を変更する要請を受信する段階と、前記要請に応答して前記指定されたソフトボタン
と関連した属性項目を示すウィンドーを提供する段階と、前記ウィンドーで一つの属性項
目を選択する命令を受信する段階と、前記選択された属性項目に該当する属性値を変更す
るための変更情報を受信する段階と、前記変更情報に基づいて前記指定されたソフトボタ
ンの属性を変更する段階とを備える。
【０００６】
　また、本発明の実施例による映像装置は、ユーザが命令を入力することができるように
多数のソフトボタンを表示し、前記ソフトボタンの中で一つを指定し、前記指定されたソ
フトボタンの属性を変更するための要請と前記指定されたソフトボタンの属性値を変更す
るための変更情報の入力を受けるタッチスクリーンと、前記属性変更情報に基づいて前記
指定されたソフトボタンの属性値を変更するように動作する制御部と、前記ソフトボタン
の属性を格納する格納部とを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　前述したように、本発明はソフトボタンの位置、大きさ、色相、形状などの属性をユー
ザの便宜に合うように変更してタッチスクリーン使用の利便性を高める効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施例を添付した図面を参照して詳細に説明する。
　図１は、本発明の一実施例による映像装置１００の構成を示したブロック図である。映
像装置１００はユーザインターフェースとして役割をするタッチスクリーン１１０、制御
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部１２０及び格納部１３０を備える。
【０００９】
　格納部１３０は、ソフトボタンの属性情報を格納している。また、格納部１３０はソフ
トボタンの属性に対する少なくとも一つ以上の属性値を格納する。属性にはソフトボタン
の位置、大きさ、カラー、形状などを備える。属性及び属性値を図２のように大分類、中
分類、小分類に分類することができる。属性は大分類または中分類に分類することができ
、各属性に対応する属性値は中分類または小分類に分類することができる。
【００１０】
　図２に示された通り、ソフトボタンの属性を示す項目「大きさ（Ｓｉｚｅ）」、「回転
（Ｒｏｔａｔｉｏｎ）」、「背景（Ｆｉｌｌ）」、「形状（Ｓｈａｐｅ）」及び「線（Ｌ
ｉｎｅ）」は大分類に分類することができる。例えば、属性項目「形状（Ｓｈａｐｅ）」
は中分類に属性値が連結されており、属性項目「背景（Ｆｉｌｌ）」と「線（Ｌｉｎｅ）
」は中分類にサブ属性項目が分類され、小分類としてサブ属性項目に対応する属性値が分
類されることができる。ソフトボタンの属性項目によって属性値は小分類より下位段階に
分類されることができる。
【００１１】
　制御部１２０は、いずれか一つのソフトボタンを指定し、指定されたソフトボタンの属
性変更要請がユーザから入力されたかどうかを判断する。例えば、制御部１２０は、ユー
ザが特定ソフトボタンを５秒以上タッチすれば、該当ソフトボタンの指定及び属性変更要
請入力として判断することができる。しかし、属性変更要請方法はこれに限定されない。
【００１２】
　属性変更要請が入力されれば、制御部１２０は格納部１３０で大分類に分類された該当
ソフトボタンの属性を示す属性項目を抽出してタッチスクリーンに表示されるように制御
することにより、ユーザが表示された属性項目の中でいずれか一つを選択させるようにす
ることができる。選択された属性項目に該当する属性値を変更する具体的な実施例は後述
する。
【００１３】
　ユーザから大分類に分類された属性項目の中で一つの属性項目が選択されれば、該当属
性項目によって格納部１３０に格納された中分類または小分類に分類されたサブ属性項目
及びそれに該当する属性値がタッチスクリーン１１０に出力される。制御部１２０はユー
ザが最終的に選択した属性値を該当ソフトボタンの属性変更情報の入力として認知する。
これにより、制御部１２０はソフトボタンの属性変更された結果をタッチスクリーン１１
０に出力する。
【００１４】
　ソフトボタンは多数のグループに区分できる。図３はソフトボタングループＧ１～Ｇ４
に属するソフトボタンがプルダウンメニューで表示される例を示す。 映像モード（ＭＯ
ＤＥ）グループＧ１は映像装置１００に表示された超音波映像のモード変換機能のソフト
ボタンを備える。「２Ｄ」は映像内の指定位置の断面映像要請ボタンである。「２Ｄ」の
代わりにＢモード（Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｍｏｄｅ）を示す「Ｂ」ボタンが表示される
ことができる。「Ｍ」は時間に対して映像の変化を示すＭモード映像要請ボタンである。
「色（Ｃｏｌｏｒ）」は２Ｄ映像内の関心領域の血流有無、血流の平均速度と方向などの
情報を提供するカラードップラーモード（Ｃｏｌｏｒ　Ｄｏｐｐｌｅｒ　Ｍｏｄｅ）映像
要請ボタンである。「ＰＤ」は２Ｄ映像の関心領域で血流の速度や方向の代わりに血流の
強度のみを表示して血流の有無、血流量に関する情報を提供するパワードップラーモード
（Ｐｏｗｅｒ　Ｄｏｐｐｌｅｒ　Ｍｏｄｅ）映像要請ボタンである。「ＰＷ」は血管内の
特定位置の血流速度を時間別に示すパルスウェーブスペクトルドップラーモード（Ｐｕｌ
ｓｅ　Ｗａｖｅ　Ｓｐｅｃｔｒａｌ　Ｄｏｐｐｌｅｒ　Ｍｏｄｅ）映像要請ボタンである
。「ＣＷ」は血管内の血流速度を時間別に示すＣＷスペクトルドップラーモード（Ｃｏｎ
ｔｉｎｕｏｕｓ　Ｗａｖｅ　Ｓｐｅｃｔｒａｌ　Ｄｏｐｐｌｅｒ　Ｍｏｄｅ）映像要請ボ
タンである。「３Ｄ」は３次元映像要請ボタンである。前述した各ソフトボタンが行うモ
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ードは、従来超音波診断システムの一般的なモードであるのでその詳細な説明は省略する
。
【００１５】
　ユーティリティ（Ｕｔｉｌｉｔｙ）グループＧ２の「患者（Ｐａｔｉｅｎｔ）」は患者
情報入力ウィンドー要請ボタンである。「測定終了（ＥＮＤ　Ｅｘａｍ）」は診断の終了
を知らせるボタンである。「結果（Ｒｅｐｏｒｔ）」は測定結果に関する情報を示す情報
ウィンドー要請ボタンである。「映像再検討（Ｉｍａｇｅ　Ｒｅｖｉｅｗ）」は以前に測
定した映像を再び要請するボタンである。「プローブ選択（Ｐｒｏｂｅ　Ｓｅｌｅｃｔ）
」はプローブ、診断科目及び設定値を入力するためのプローブ情報入力ウィンドー要請ボ
タンである。「一時停止（Ｆｒｅｅｚｅ）」は測定の一時停止を要請するボタンである。
「格納（Ｓａｖｅ）」は映像や各種設定値の格納を要請するボタンである。「印刷（Ｐｒ
ｉｎｔ）」は映像のプリンタ出力を要請するボタンである。
【００１６】
　測定（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）グループＧ３は映像測定機能を行うためのボタンのグ
ループである。「細部測定（Ｃａｌｉｐｅｒ）」は基本測定メニューを備える情報ウィン
ドー映像要請ボタンである。「測定（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）」は科目別の測定メニュ
ーを備える情報ウィンドー映像要請ボタンである。「距離（Ｄｉｓｔａｎｃｅ）」は２つ
の地点間の距離測定要請ボタンである。「楕円（Ｅｌｌｉｐｓｅ）」は物体の周りと面積
測定要請ボタンである。「体積（Ｖｏｌｕｍｅ）」は物体の体積測定要請ボタンである。
【００１７】
　注釈（Ａｎｎｏｔａｔｉｏｎ）グループＧ４は映像編集機能を行うボタンを備える。「
文字（Ｔｅｘｔ）」は画面にテキストを入力する機能を行うためのボタンである。「標識
（Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）」は矢印状の標識の実行要請ボタンである。「測定部位（Ｂｏｄ
ｙ　Ｐａｔｔｅｒｎ）」は測定領域指定機能を行うためのボタンである。
【００１８】
　図４は、ディスプレイ部１０に超音波映像ＵＩがディスプレイされ、タッチスクリーン
２０のボタングループ表示領域２１と活性ボタン表示領域２２にそれぞれボタングループ
Ｇ１及びプルダウンメニュー２１ａとソフトボタン（２Ｄ、色（Ｃｏｌｏｒ）、格納（Ｓ
ａｖｅ）、一時停止（Ｆｒｅｅｚｅ））がディスプレイされた状態を示す。本実施例では
映像ディスプレイ部１０とタッチスクリーン２０が分離された状態を示しているが、２つ
の装置は一つの装置であってもよい。この場合、超音波映像ディスプレイ領域、ボタング
ループ表示領域２１、活性ボタン表示領域２２が一つの装置に表示できる。
【００１９】
　ボタングループ表示領域２１には、多数のソフトボタングループ、例えば 映像モード
（ＭＯＤＥ）グループＧ１、ユーティリティ（Ｕｔｉｌｉｔｙ）グループＧ２、測定（Ｍ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）グループＧ３、注釈（Ａｎｎｏｔａｔｉｏｎ）グループＧ４が表
示される。また、ボタングループ表示領域２１は指定されたグループに属するソフトボタ
ンを示すプルダウンメニュー（ｐｕｌｌ　ｄｏｗｎ　ｍｅｎｕ）領域２１ａを備える。図
４は指定された映像モード（ＭＯＤＥ）グループＧ１に属するソフトボタンがプルダウン
メニュー領域２１ａに表示された状態を示している。
【００２０】
　活性ボタン表示領域２２には、現在映像ディスプレイ装置１０に表示された超音波映像
ＵＩに適用可能な機能のソフトボタンが表示される。例えば、図４のディスプレイ装置１
０に表示された超音波映像ＵＩには２次元（２Ｄ）変換機能、色（ｃｏｌｏｒ）モード変
換機能、格納（ｓａｖｅ）機能、一時停止（ｆｒｅｅｚｅ）機能を適用することができる
。
【００２１】
　図５～９は、ソフトボタンの属性変更方法を具体的に示した図面である。
図５は、ソフトボタンの大きさを変更する過程を示した図面である。ユーザが大きさ変更
を望むソフトボタンを一定時間以上接触すれば、制御部１２０はソフトボタンＳＢの指定
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及び属性変更要請の入力として判断し、格納部１３０に格納されている該当ソフトボタン
ＳＢの属性項目を抽出し、抽出された属性項目を示す項目ウィンドー５１がタッチスクリ
ーン１１０に表示されるように制御する。ユーザが表示された属性項目の中で「大きさ（
Ｓｉｚｅ）」を選択すれば、制御部１２０は指定されたソフトボタンＳＢの境界を抽出す
る。その後、制御部は抽出された境界上に多数のマーカ（ｍａｒｋｅｒ）５２ａを表示す
る。制御部１２０はマーカ６２ａの変更の如何を確認し、マーカが変更されれば指定ソフ
トボタンＳＢの境界を変更されたマーカに合うように調節して、ソフトボタンの大きさを
変更させて大きさの調節を完了する。
【００２２】
　図６は、ソフトボタンを回転する過程を示した図面である。ユーザが回転を望むソフト
ボタンＳＢを一定時間以上接触すれば、制御部１２０はソフトボタン指定及び属性変更要
請の入力として判断し、格納部１３０に格納されている該当ソフトボタンＳＢの属性項目
を抽出し、抽出された属性項目を示す項目ウィンドー６１がタッチスクリーン１１０に表
示されるように制御する。ユーザが表示された属性項目の中で「回転（Ｒｏｔａｔｉｏｎ
）」を選択すれば、制御部１２０は指定されたソフトボタンＳＢの境界を抽出する。その
後、制御部１２０は抽出された境界上に多数のマーカ（ｍａｒｋｅｒ）６２ａを表示する
。制御部１２０はマーカ６２ａの変更の如何を確認し、マーカが変更されれば指定ソフト
ボタンＳＢの境界を変更されたマーカに合うように調節して、ソフトボタンを回転させて
回転の調節を完了する。
【００２３】
　図７は、ソフトボタンの境界線幅を変更する過程を示した図面である。ユーザが境界線
幅変更を望むソフトボタンＳＢを一定時間以上接触すれば、制御部１２０はソフトボタン
指定及び属性変更要請の入力として判断し、格納部１３０に格納されている該当ソフトボ
タンＳＢの属性項目を抽出し、抽出された属性項目を示す項目ウィンドー７１がタッチス
クリーン１１０に表示されるように制御する。ユーザが表示された属性項目の中で「線（
Ｌｉｎｅ）」を選択すれば、制御部１２０は格納部１３０で属性「線（Ｌｉｎｅ）」に連
結されており、中分類に分類されたサブ属性項目を抽出し、抽出されたサブ属性項目を示
すサブ項目ウィンドー７２がタッチスクリーン１１０に表示されるように制御する。表示
されたサブ属性項目の中で「幅（Ｗｉｄｔｈ）」が選択されれば、制御部１２０は格納部
に格納されている幅に連結されて小分類に分類された属性値を抽出し、これらを示す属性
値ウィンドー７３がタッチスクリーン１１０に表示されるように制御する。変更を望む線
幅が選択されれば、制御部２０は選択された線幅にソフトボタンの境界線幅を変更する。
【００２４】
　図８は、ソフトボタンの背景色を変更する過程を示した図面である。ユーザが背景色の
変更を望むソフトボタンＳＢを一定時間以上接触すれば、制御部１２０はソフトボタンの
指定及び属性変更要請の入力として判断し、格納部１３０に格納されている該当ソフトボ
タンＳＢの属性項目を抽出し、抽出された属性項目を示す項目ウィンドー８１がタッチス
クリーン１１０に表示されるように制御する。ユーザが表示された属性項目の中で「背景
（Ｆｉｌｌ）」を選択すれば、制御部１２０は格納部１３０で大分類に分類された属性「
背景（Ｆｉｌｌ）」に連結されており、中分類に分類されたサブ属性項目を抽出し、抽出
されたサブ属性項目を示すサブ項目ウィンドー８２がタッチスクリーン１１０に表示され
るように制御する。表示されたサブ属性項目の中で「色（Ｃｏｌｏｒ）」が選択されれば
、制御部１２０は格納部１３０に格納されている色に連結されて小分類に分類された属性
値を抽出し、これらを示す属性値ウィンドー８３がタッチスクリーン１１０に表示される
ように制御する。変更を望む背景色が選択されれば、制御部１２０は選択された背景色に
ソフトボタンの背景色を変更する。
【００２５】
　図９は、ソフトボタンの境界線の形状を変更する過程を示した図面である。ユーザが線
の形状の変更を望むソフトボタンＳＢを一定時間以上接触すれば、制御部１２０はソフト
ボタンの指定及び属性変更要請の入力として判断し、格納部１３０に格納されている該当
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ソフトボタンＳＢの属性項目を抽出し、抽出された属性項目を示す項目ウィンドー９１が
タッチスクリーン１１０に表示されるように制御する。ユーザが表示された属性項目の中
で「形状（Ｓｈａｐｅ）」を選択すれば、制御部１２０は格納部１３０で属性「形状（Ｓ
ｈａｐｅ）」に連結されており、中分類に分類された属性値を抽出し、抽出された属性値
を示す属性値ウィンドー９２がタッチスクリーン１１０に表示されるように制御する。「
角丸長方形（Ｒｏｕｎｄｅｄ　Ｒｅｃｔａｎｇｌｅ）」属性値が選択されれば、制御部１
２０は選択された形状にソフトボタンの形状を変更する。
【００２６】
　本発明の属する技術分野の当業者は、本発明がその技術的思想や必須の特徴を設定せず
、他の具体的な形態で実施できるということを理解できるものである。従って、以上で記
述した実施例は全ての面で例示的なものであり、限定的ではないものと理解しなければな
らない。本発明の範囲は前記詳細な説明よりは後述する特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその等価概念から導き出される全ての設定または
変形された形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施例による映像装置の構成を示したブロック図である。
【図２】本発明の一実施例によって属性を分類した表の例を示す例示図である。
【図３】本発明の一実施例によってプルダウンメニュー上に表示されるソフトボタンを示
した図面である。
【図４】本発明の一実施例による映像装置のディスプレイ部とタッチスクリーン部の概略
図である。
【図５】本発明の一実施例によるソフトボタンの大きさの変更を示す説明図である。
【図６】本発明の一実施例によるソフトボタンの回転を示す説明図である。
【図７】本発明の一実施例によるソフトボタンの境界線の太さの変更を示す説明図である
。
【図８】本発明の一実施例によるソフトボタンの背景色の変更を示す説明図である。
【図９】本発明の一実施例によるソフトボタンの形状の変更を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２８】
１０：ディスプレイ部
２０、１１０：タッチスクリーン
２１：ボタングループ表示領域
２１ａ：プルダウンメニュー領域
２２：活性ボタン表示領域
１２０：制御部
１３０：格納部
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